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平成 30年度 山口県医師会囲碁大会
と　き　平成 31年 2月 17日（日）

ところ　山口グランドホテル
[ 報告 : 岩国市医師会　高田　洋美 ]

　平成 30 年度の山口県医師会囲碁大会が平成

31 年 2 月 17 日、岩国市医師会の引き受けで、

新山口駅前の山口グランドホテルで開催されま

した。昨年暮れに県下の医師会に大会参加を呼び

かけ、最後まで参加者が 5名に達しない医師会

もありましたが、大会当日には、昨年度と同じ 8

チーム、総勢 40名（右頁表）の参加がありました。
　審判長は、日本棋院山口支部の粟屋鴻二 6段

にお願いして午前 10時から対局を開始いたしま

した。

　午前 2対戦、昼食を挟んで午後 2対戦の計 4

対戦が行われました。

　時間の関係で全チームの総当たり戦はできない

ため、組み合わせと順位決定はスイス方式を採用

しました。

　各チームの参加者は、持ち時間 40分の中で熱

戦を繰り広げました。3勝した方が対戦勝利とな

ります。

　表彰式は対局が終わった 4時過ぎから行いま

した。

　30 年度は下関市医師会が 4戦全勝で優勝、2

位は 3 勝 1 敗で宇部市医師会、3位は 2 勝が 4

チーム出ましたが、個人の勝ち数上位の下松医師

会でした。

　個人の全勝賞は下関市医師会の吉津宏樹 先生

と山野達郎 先生、宇部市医師会の吉永榮一 先生

と小嶋英幸 先生の 4名でした。

　昼食時に開催された代表者会議では、参加資格

の再確認、すなわち、医師以外の医療従事者を含

め、医師会員と退会された先生の家族も含めるこ

となどが再確認されました。

　会員の高齢化による大会参加者の減少が各医師

会の懸案事項となっている昨今、参加資格の拡大

は親睦の意味からも良き対策の一つではないでし

ょうか。

　元号が変わる次年度の大会は徳山医師会の引き

受けで、2020 年 2月 9日（日）に同じ会場で開

催の予定です。多数の参加をお願い致します。
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